
外部連動ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
　８シーンタイプ　NQ78071
１６シーンタイプ　NQ78072

施工説明書

必ず専門業者の方が施工を行ってください。

専用の調光盤と組み合わせてご使用ください。
施工前に専用調光装置に付属の施工説明書をお読みください。
施工後は、必ずお客さまに取扱いの説明を行っていただき、専用調光装置に付属の”施工
説明書／取扱説明書”をお渡しの上、保管をお願いしてください。

施工上のご注意
使用環境による故障を防ぐために下記に示す場所への設置は、
絶対にお避けください。

●屋外（特に海の近く、洞窟）では使用しないでください。
　故障や誤動作の原因となります。
●強力なスポットライトの近くでは使用しないでください。
　故障や誤動作の原因となります。
●音響盤、音響卓の近くでは使用しないでください。
　音響機器にノイズが混入することがあります。
　音響機器と調光機器は別の部屋に設置、やむなく同一の部屋に設置する場合は、少なくとも5m以上離して
　ください。
●静電気の発生する場所での使用は注意してください。
　誤動作の原因となります。
●直射日光の当たる場所や発熱する器具の近くでは使用しないでください。
　故障や誤動作の原因となります。
●極端に湿気（湯気）の多い場所や塵埃の多い場所では使用しないでください。
　故障や誤動作の原因となります。
●温度上昇の可能性がある風通しの悪い場所では使用しないでください。
　故障や誤動作の原因となります。
●薬品（殺虫剤、シンナーなど）の雰囲気中や薬品に直接触れる場所では使用しないでください。
　故障や誤動作の原因となります。
●ラジオやテレビなどのすぐそばでの使用は注意してください。
　雑音が入ることがあります。
●強い磁気を持っているものの近くでの使用は注意してください。
　誤動作の原因となります。

信号配線上のご注意
信号配線による故障、誤動作を防ぐために下記のことを必ず
お守りください。

●外部連動インターフェースと操作器の配線は必ずバス（ひと筆書き）型にしてください。
　スター（放射状）型やリング（ループ状）型に配線すると正常に動作しません。

＜バス型の例＞

●リモートバス線は以下のケーブルをご使用ください。
　＜指定ケーブル＞

ﾌｼﾞｸﾗ製  IPEV-SB 2ｍ㎡×2P、IPEV-SB 1.25ｍ㎡×2P、IPEV-SB 0.9ｍ㎡×2Pまたは、
　　　　　CPEV-S φ0.9-3ペア
　使用ケーブルは総配線長と各操作器の消費電流により選定します。

●配線上で末端の外部連動インターフェースまたは操作器には終端抵抗を接続してください。

調光盤 外部連動
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

操作器

操作器操作器

２４シーンタイプ　NQ78073
３２シーンタイプ　NQ78074



　●リモートバス線は１ペアに伝送系信号(IB+,IB-)を結線し、もう１ペアに電源系(+IJ,-IJ)を接続してください。
　　他の操作器との接続は同じ記号どおしを結線してください。

　●結線の際、信号名記号にご注意してください。　　
信号名記号 信号形態

ＩＢＥ シールド

ＩＢ－ 伝送－

ＩＢ＋ 伝送＋

ＩＪ－ ＧＮＤ

ＩＪ＋ ＤＣ．１２Ｖ

リモートバス線
伝送系信号(IB+,IB-)

電源系(+IJ,-IJ)

シールド(IBE)

仕様(定格等)

パナソニック電工株式会社 〒571-8686  大阪府門真市門真1048　TEL  06-6908-1131（大代表）
この施工説明書は平成20年10月1日に作成されたものです。

品番 NQ78071 NQ78072 NQ78073 NQ78074

シーン数
８シーン または
自動演出

電源電圧 AC100V ±10％ 　50／60Hz

信号伝送方式 リモートバス

消費電流 80mA（リモートバス入力）

使用周囲
温度／湿度 0～40℃／45～85％

外部入力信号 無電圧ワンショット　(ﾊﾟﾙｽ幅 100msec 以上)

外部出力信号 オープンコレクタ出力 （有電圧　DC 12V,最大100mA)

結線方法

外部連動ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

○リモートバス線；
　　 IPEV-SB 2.0ｍ㎡×２ﾍﾟｱ
又は IPEV-SB 1.25ｍ㎡×２ﾍﾟｱ
又は IPEV-SB 0.9ｍ㎡×２ﾍﾟｱ
又は CPEV-S φ0.9-3ﾍﾟｱ

ﾕﾆｯﾄﾊﾟﾈﾙ、MDU
等

○電源線；
IV 、VＶＦ 
など

AC 100V 
　　　　＊入線口は現場対応でお願いします

16シーン または
自動演出+8シーン

24シーン または
自動演出+16シーン

32シーン または
自動演出+24シーン

＊操作器を接続しない場合は、　　
終端抵抗を接続してください

仕様

1 2 3 4 ON/OFF▲▼

各操作器



設定方法

１）JP（ｼﾞｬﾝﾊﾟｰﾋﾟﾝ）でアドレス番号（A～D）を設定します。
　　注意：１つの制御部に２～4台の外部連動Ｉ／Ｆを接続する場合、２台目以降の

　JPを切断し、アドレス番号が重複しないようにしてください。
　（JPの設定は下図参照）

　　注意：件名対応の場合、アドレス番号やパネル番号は出荷時に設定しており、
　　　　　　初期設定データと異なる場合があります。

２）調光盤または分電盤の主幹電源を一度ＯＦＦし、再度ＯＮさせ制御部を再起
　　動させます。

JP1  
JP2

JP1 JP2

接続 接続

接続

接続

切断

切断

切断

切断

操作器
アドレス

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

●調光盤制御部の初期設定

(ｱﾄﾞﾚｽＡの状態)

●アドレス番号の設定状態

●外部連動I/Fのアドレス番号の設定方法について

外部連動ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

接点用TB

Ｉ／Ｆ基板

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1
ｱﾄﾞﾚｽ

ﾊﾟﾈﾙ
番号 2 3 4

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ25～32

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ25～32

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ25～32

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ25～32

＊ユニットパネルやMDUの制御ブロックで、各パネルのエリア割付やシーン割付を変更することが
　できます。変更方法は調光装置に付属の取扱説明書をご覧ください。



設定方法

１）ディップスイッチは予め以下のように設定しています。
　　　・８シーンタイプ：DIP-SW番号0
　　　・16シーンタイプ：DIP-SW番号0、１
　　　・24シーンタイプ：DIP-SW番号0、１、2
　　　・32シーンタイプ：DIP-SW番号0、１、2、3
　　注意：変更の際は１つの外部連動I/F部に同じパネル番号を設定しないように
　　　　　　してください。正常に動作しません。
　　注意：件名対応の場合、パネル番号は出荷時に設定しており、初期設定データと
　　　　　　異なる場合があります。
２）調光盤または分電盤の主幹電源を一度ＯＦＦし、再度ＯＮさせ制御部を再起
　　動させます。

パネル番号 DIP-SW番号 設定の内容

1 0 ｼｰﾝﾊﾟﾈﾙ1

2 1 ｼｰﾝﾊﾟﾈﾙ2

3 2 ｼｰﾝﾊﾟﾈﾙ3

4 3 ｼｰﾝﾊﾟﾈﾙ4

＜ﾊﾟﾈﾙ番号2の設定例＞

↓

ON　1　2　3　4

  1～３：OFF
      4：ON

8  4  2  1   

ＯＮの数値をたした
値がDIP-SW番号です

●制御部の初期設定●パネル番号の状態

●外部連動I/Fのパネル番号の設定方法について

外部連動ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

接点用TB

DIP-SW番号を１に設定すると
シーンパネル２として動作する

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1

ｱﾄﾞﾚｽ

ﾊﾟﾈﾙ番号,
   DIP-SW

2 3 4

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ1の
ｼｰﾝ25～32

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ2の
ｼｰﾝ25～32

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ3の
ｼｰﾝ25～32

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ1～8

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ9～16

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ17～24

ｴﾘｱ4の
ｼｰﾝ25～32

：OFF
：ON



●接点入出力信号の結線方法について

○CPEV-φ0.9-(　)ﾍﾟｱ

調光盤
○入力特性

・無電圧接点ﾜﾝｼｮｯﾄ
・ﾊﾟﾙｽ幅　Min100ms
・配線最大距離　100m

○出力特性

・表示用信号
・ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力
（有電圧DC12Ｖ）
・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ容量　Max100mA

●入力 ●出力

入力１(1I1)
入力２(1I2)
　  ：
　  ：

   SG  (1I0)

：
：

出力１(1M1)
出力２(1M2)
　  ：
　  ：

   SG  (1M0)

：
：

外部入力信号

外部連動
インターフェース
接点パネル

外部出力信号
＋　　－

外部連動
インターフェース
接点パネル

＜接続例＞

端子台施工方法

１）電線にマークチューブを入れ、記号は接続端子番号に合わせて接続します。
　
　　注意：端子への継ぎ込みは、全て圧着端子(丸端子)を使用し接続してください。

　　注意：負荷線を1端子に2本以上接続する場合は、端子の手前で圧着接続し、
　　　　　　リード線にて端子に接続してください。

NE盤ﾀｲﾌﾟ

分電盤
または調光盤

○電源線；
IV φ2mm×3本

●端子記号について

1Ｉ1（入力）

  ・接点番号１
 ・入力（ＩＮ）
・パネル番号１

1M1（出力）

  ・接点番号１
 ・出力（モニタ）
・パネル番号１



●外部連動I/F 接点入力番号一覧について

（１）シーン再生する場合（パネル番号１～４の場合）

＊Ｉ１……シーン１、９、１７、２５
＊Ｉ２……シーン２、１０、１８、２６
＊Ｉ３……シーン３、１１、１９、２７
＊Ｉ４……シーン４、１２、２０、２８
＊Ｉ５……シーン５、１３、２１、２９
＊Ｉ６……シーン６、１４、２２、３０
＊Ｉ７……シーン７、１５、２３、３１
＊Ｉ８……シーン８、１６、２４、３２
＊Ｉ９……全消灯
＊Ｉ０……コモン



●外部連動I/F ＮＥ盤８シーンタイプとタイムスイッチの結線方法について

８シーンタイプには、タイムスイッチの取付用の
”盤用連接取付板”（2Ｐサイズ用）が付いています。
タイムスイッチは別売となります。

端子台施工方法

１）電線にマークチューブを入れ、記号は接続端子番号に合わせて接続します。
　
　注意：端子への継ぎ込みは、圧着端子(丸端子)を使用し接続してください。

但し、タイムスイッチ側は単線をご使用の場合は不要です。
タイムスイッチの取扱説明書を参照ください。

○電源線；IV線
φ1.2～1.6ｍｍ または
 1.25～2.0・

外部連動I/F

タイムスイッチ

電源用端子台

注意

・タイムスイッチからの入力信号の設定はタイムスイッチ側の取扱説明書をご覧ください。

外部入出力用端子台

NQ78071S1


